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中国“社会史論戦”紹介にみられる若干の問題
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2. 戦前一fJ11!1;,I＇，）；、，仇川手 j,r.jI（，，，業績そ，1,.c.,、：＝
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日ミ業経済をぷ攻した歴史好きな一千えとして11；｝；土余

技に中国近代史を書きあげるべく準備を進めているo rr, 
国近代史の全体的構想、を諮るほどの蓄積はまだまだ筆者

tこはたいが， i持恕を練り U，げる作業i品t'i'のー郊に必須の

ものと考えているのは，近代中国における論争史（人丈

・社会科学双方を含む）を自分なりに整玉県しておくとと

であ九論争Iど繋理の最十lj（｝）謀題と Lて自らに泌［てい

るのは，アシア的生産様式日前争から，中国社会nrw司題
論戦と中国社会史問題論戦を経て中国農村社会性質論戦

仁至る論争史の終理である。

この課題を遂行してゆくえめの作業条件〈客得的な条

件が中心であるが）がもっとも完備していると恩われる

「場」は，中同大陸とアメリカと日本にあると巧えてい

---·:~ 0 

「場」の一つである H本，しかも関連ある資料のも，，

とも集中しナいう東京に＇！－ j,f;の場を件： L‘るこを、三雪量打
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は恵まれているといわねばなるまい。恵まれ正し、ること

は資料が豊かにあるだけでなく，草手門家たるこの道の先

ρj 

Uることも一：ti：こ含ま，jl,ている。 fjli_',f(」、ことである。

コド稿は論争史整理作業のうちでも「中国社会性質問題

ぶ戦」と rrjt国社会川！＇，］題論戦」にかかわる II判こおヤ

,_ r q，国1i:ぷ史論戦J （以下論戦とi的f初とし！了 I, I）あ J 、

沖寸；》jしてきたきわめて｜浪7とされた1郊う〉を，さ九に II本人

j',;''"f'てのi論れに’功、てのおi1J-と研究企佐現すと？二とに Ltr' 

ノfこ手実現fr業のノート i)) －苦~を公！！りしたもの子ふる。十、

)Lを攻めるための外様の槻立て！？ご業，それも捨て石の総

〆〉かでしかたいことは業庁内ら仁〈知ると三九である，

i)[lll七正を期待する。

I 文献の提示

L 戦前に発表されたもの

まず長物］に戦前の日本において如何様に論戦が紹介さ

れたかを考匁しよう。ち奈の作業it，関係ある執行三 Ci)(

業を11む）と論文の提刀えからはじめられる。

(1) 主な単行書

① 田ιI＇.＇志夫訳， fill将・厳霊本等答『支那経済論』，q,

夫公論社， 1932年。

（互） 田中J忠夫著『支那経済の崩壊過程と方法論』学芸

ti:, 1936＞ド。

⑨平野義太部・宇佐美誠次郎孔ウイソトフォーゲ

ノレ著『支那社会の科学的研究』，岩波書店， 1939年。

④ 藤 井 正 夫 f社会史の論戦J （藤田親昌編『支那ll¥l

J;'fi辞典』却す丸「文化運動jの頃／9［収）中央公論社， 194:0

年。

(2) 3ご要雑誌に掲載された関連ある論文（訳業を含む）

( i ) 『満鉄支那凡i』（上海，市満州鉄道株式会干iL: 

村正事務所研究室発行〉掲載関係、論文ロ

る）嘉村満雄訳，熊1号111「支那の土地制度」、第61f2
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王子， l川 l{f!JIJo (iιぷ本J：どは熊民： 11111:q~i:;,,tlリfヲ；二t

l'-l2'-J{f，上海j弘；1,1滋rm阪の第2J詳I'i1lJsfi'110 l:J也illiJ/([i,)1'11'.I 

，，，の白れz節仁ヲ第Kj'ifiまJ士翻以［た fn) 

い ’，，fイド通Nilt加のt刻白l主主流，..：関ずる • , ）（／）観左足（), 

), '.1，首， Ii午己り，：：；J，苛；7干ffj ¥;. l'-l:O!i<'fl l J j, 

J2JJ, J9:Jl){j Ii Jjη （／こ／tL ['f; 7司令 6吟悦哉の：r,;:1論文

のメ ( 子 ? i土｜ ょに刻11:i+HI2sv>H辿（i'Jt'I:’it：..：枕 t」

とあー lて， Jぞれまでの治てr，が/;\IJ~ と t； ，て l イ， t; :/; 

:f;：百Lt_;:fi:l，前文のはしが々に断り会き I本編i土lとして

「依冬山JI際Jr.JU＂＇農民！ HJ題之明示（（IiI~ 議』 f 似爾tit:;ffi;克』 ;f;

2巻泌10期所載）の華客領を紹介しつつ，：え那共産党の，

支那if)農村粁：庁に IV:）っ一る if;~飛を‘，：／fi雪.，二；込書かんが九め

に執筆し始めたるものに係り，その第也4 』ii（；筒鉄支那jl 

i誌通［ I）第：~oiナ1に／j'一（＇ fl i主先〆川

，，れfニ第 ？管『司3周g妻村俗牛済の特点』にJコL、て抄述L,

司5ゴ白I11 （；葡むj、支那IJ↓L占i亙i一I)：布Bl¥J・）にJ与ご， 三！；！：干l:t:1） 

H建十主に［渇ナる→4 時世的記述を試みた。ぞうして支那の:Jt
辛党／1；，支則禁村！之O!i関（；；土『 慌の、ドij建/1)']:'fJI J九；｝

と「る立f.1の内？字企II今1JJ,t士ん止 して筆をJI¥L、でゐfこれ／＇，

litのし＇,J' I・＇I；｛ウつ 本村lド〉絞 fr.＼を丈、＂ I三li!JL: ', 

る。

f子1大塚；i三による香川 f陶fid程著『十l司自心Jjtjl問

・，＇（，：命.／. 192！作‘llJ、J・./H. 新t-t0｝干！，’j可什j-J’守"ifi ＂！企 t
:; 

'i 号， 1929作‘12/J。(,; 7i・o；大塚k,t ＜，と「F旬f「』男l：氏i土，＿；

ら『刺l生命」；二筆ぺ；丸り、 i：と［「支Hj¥U）任c:',i v 関！ζ

fiJf究を発！ して U、る篤γの士である。『新生命』は日tlf•弗泌

氏を｜容と ，1－る国ltたお~，nt語教（rJ三l( i：義一行ο機判係

諸で，周氏が漢iI へ転1げをは，陶希望，｜議孟A，同fq,::;rz

の三IUJ＇編，1,,r，こ当 亡し、心 η 『索lノド命』ゾ、！＂J人「 ，：，lt品、 1・,

推断すれば，向氏の思想：＼的傾向は恐らく；／，翼にl泊するの

ではなかムう加。『「i＇国初公 l"j-中［ty革命！』に現われた！向I'(

の見鮪’：:t.IYJかにオ7翼のイデオロギーのt仁子乙ヮでゐ

る。」とされ，大事訴はさらに「本年初訟に/JI／ぬとれに陶

氏の『中国門会之史（t＇）分析J（新生命一：；；－J,,jfiJ) ; t，熊得

山氏の『中国社会史研究』〔皇総書店刊）と Jtに，支那の

社会に関する還った記述として綴る好，；［＇ c'あJ 'f:o l、附

氏の著書は10月3版を出し，熊氏のは10月4版を刊行し

た。）！と記［て当日干の出版状況と陶希聖純を伝えてし、る；

⑨嘉村満雄沢，＊達「現代中国社会の解剖，①，②」，

第7守1号、川3号・， 19：例年1刀、同；； ,i:J O ( ,U；者いいと

よると「本稿は，李達氏が特に『満鉄支那月誌』の為に

執筆寄稿されたものに係る。本山こ登掲されl二部分』上，

曽て同氏が雑誌『現代中国』（第2巻A第4号，｝＼：；国 J71f'二

58 

10)] Ii, Ii) にffき日亡，；f、1芥fこfljミ字幹j梓H之千のqi

であるが，紘講座は，『現代，，，凶』の胤fljと共に第 4精

し’｝みfq，絶：ていた fの守ある。今， r,1JJU土更に訟iをねl

たに Lて本総ト‘に）lて支那社会に関する同（fl］なる解剖tr

Aみんと J下。そ：！1i t今iえ数次に1.1.っこ本i誌にぬ載ニi,t[

心おてがあζ，J とされ、 'tir,・に’山、ては「下i士J{；士， i吋'.J,1)

,1·rv ，初期i山長 J己改~に析した、ニとがん IJ ，ノkhくi止i生、

げ）/t,IJキi大’γV.於てiU'<c;:(I，；拝見｛t;Jrl{日J fケ。 iq)t革命中

ωパ｛札口領後， rp火；：,tt.官’＇.r：校の教綬となり， 19275f：，初ft,

じ毎、！多り，了見合：はWら著述に努めてゐ 7ムo lr'i I I一日産業，，，，，：

命慨治』，『城代社会t'f'』等の著作があり，社会科学に問

ナる；；尺』！？が多い。J土いわれる）。

町 大塚？？三による書評「李挙事年『潟克思侍』， 1929年

12JJ, ！：海， ＇IL凡主／，，j発行」第7'.f'. l弘 1930年1月。

（われわれの興味は大塚の書評そのものにはなく，むし

ら十ミヂーにつL、てのね介にある，大阪は「11会干＇l・'tlこ閉す

る資料3とは，J《詳の多く＜最近の中国人によって成れるも

の 筆者;I＞がii本語泊‘らの重，J(Xはその影響をゴt'1J

にそけてゐるにもれj，・，ずさド氏の『日寺，；＇，；：｝訓導』は全然英、

jli( j；ーに！左ノ；，，、ご，古かれたれのである二とは供策tこf1liij 

ろjと：セベて，されに「交i郎の社会運動，1:上t之本季i乏の

ず，tc事告はすdのはl山戊り以1ifJからである。陳j錫秀氏がJ:

'j，；し／二機ぷ；『Wr古＇i.:i紙上にも媛メF後jl允論文いI］）か＼／：

l記（~れ，トーγ ス，カーカッフυの『社会主義史』，ウエー

ルトー，ゾムペノレト {j） 『ti＿；＇，主義位打：：＇.~j',j{動』〈ノ〉訳弐し勺

如（聖は，文矧1の近代社会科-ij:’に関する文献の最初jのひと

寸と idLるιわであふにも1r1らす、李氏の名がJII人＂）11¥l 

に;i＇＂＜り有名でないのは，氏が実践的な闘争 iこ参加せずし

て，守 c"，学究ω土として象牙のi去に在つよこからむあらう｛

とL、，・，あわせて本番は「嘗て中国共産党華かなりし以

( 192,; tfcl2J J jに上泌？lJ¥lu兄占れにものの+4；淑て，今次山

ものは雨〕）（政府の長老繋~，a者氏の題字が附されてゐる。

之はIYJかlこ，李氏の最近に於ける思想的立場の変化を物

活るもので，昨年12月2011の f紅肢は節6：）号以JI;がト i/ 

ツキーズムに堕したの故を以て中国共産党から除名され

る旨を掲げ亡ゐるが，この事実は学究の土と Lての李氏

の立場を云為するものではなからう。……李氏の経歴に

就ては誰か守ないが，民国15年冬の墳には，上海大＂？社

会学科に於て，経済学，経済学史，社会進化史，社会主

義史の講座を担当してゐた。民同16年上海大＂'f:の封鎖伎

は一時武漢へ移ったが，最近は上海に在住。著述に等心

してJ,i：・られる。Jとする〉。

知l ’：；＼本通if，による資料出版紹介「支那の資本主義発
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と十るj必｛＼＇には，嫌応なく，この燦附統；Hに批Lらざるを

11}¥lo ところが農商統，iiーは rjJ議民国；i年より 10年全で

(1914年～1921年〕 8J1iJ/JJただけでその1p7c全なものは，

傑かに，l[iiiしかないと汽はれ，最も新しいものも今から

リ＇Ii'1ii C,v，，；り Lカ、t》そこに包（＇； .¥ j t亡ゐど，$It'.，’［が先Jを
I i山－ ν、／与 ~:A,,I手＇，；

点＞／，，， 殊』.－日号：f統Jl・の安！！き』；t, ダ年〈 υ〉人々 がも f層々 づ！汗j

jノ二 Lこ7，のものであるが，それjc,:1以》てつにな人ぬこと

にi；ι(i.しお！大鈎氏がその名篇「inf/tfH畝の統，;fJ （経

済半月刊第2巻第11期所載，尚中関経済学全！：，社刊第 l

土佐「中国経済」中に載録しである〉に「差是商統計表中の

間崎市積」及「農商統計の分析と比較」の 2宝訟を設け

て，詳細に指摘している。五，最近続々現れてくる資本

1菜料：台Ui発｝封こ関する著書も，少くも！如、！経済を論ず

ろ限打例外なく，農商統計をff詮 A 山手がかり Eする関係

f .• }L＇.辺、がどの程度に 11:確なるか，速にf【；fil/i＼－%：ぬ様h

ノペソ1:.f£ や々トIkJ人；こはする。六， こ;/L／士ltl！り農村経済のみ

に！りすろ I,のびなく，恐らくは貨切統，iiを：除く｛也の方mi

に於ても，！日j様の疑念を抱く事：敢て不当ではある玄いo

:fl々 は支那の資本j：義発達史が続々刊行され，我々を L

て，応接に暇なからしむる現在の傾向を喜ぶものである

が同時に，それは併しその研’＇fcの方法と態度に於て一段

の・：・.たが必要でないかと思ふ。j ど、＇1年の中国における

資本i：主主1('.Jおこ関する研究および／1',ltlf・ld,'i

進に関する著書数種：J，第 7午l秒， 19:JO{f'-1 J]。（’日本

1:t r .，近代交那社会の，経済的発燥を対象として取 IJ

:j;lk什た著書が，長j［支那人自身の三f.によ〆》て，恐7，しく
多箇；に，生産されてゐる。その1ーなる札のと！ては， 4ト

i主：le，！『lや国産業草命概観』 ＜ Iイ&ih,:,;)¥:1,1,J'IJ,m,!9, I，泌

rm：万 東京. ・!I[司王経済調i+¥'l,,),T'（.流資料約i云をお7, 8 lJー

にヤ ι沢載）. fl氏！享I帝ニ筈「lI' 同区／＼：h比九：l民史』（ U科大

時l沢／＂lII], 1929, 9 ，満鉄 ~： 1耳l)J 誌斗1 “ qニ第：i l~－／こ紹介

ピキ＇： 1く悶みにi二記紹介x:.::_，；＿己iJ',1:,0 I: i、lO}Jとな r，て

いる，築者注＞），朱新繁箸『1・f1闘資本主義之発M』（上

海聯合書店刊， 1929,12, 5）などを数へ得る。この他

にも郭真著『中国資本主義B担』（上i毎平rL炉兵.J; 

17），陶希望箸『中国封建社会史』（なお本書は上泌雨強

J: J日によって1929年6月に刊行されども J)一一築者i_i：二）

など席指に遣ない。二， 二tL「） U)1'/ I守山内通的特徴は，

1'1fJI汁紀の中葉支那が， f,11めと諸外ほと守 その所謂不平等

怖がji：締結して以来の， 主那flf,u/ff；，守iUP.；の全然lこ捗

〈、その烏隊的記述を 1べJ井／υEL ／二，..... 

は兇

i'）ず，支那近代に於ける資本主義の発迭を取り級＇＇たも

のであると言ーひ？写る。こ11はまことに好全しき流行の

つで，それは矢張り M下刊本の読書w.に悦行してゐる 11

＊の資本主義発達史に関ナろ著作・の よ者意味の模倣で

点＇，， うと思ふ。唯支那にV、心資本i,¥u1,f:達そのものが

いっ本土違って，，rなりに怪L:ff(. '':-Lて冷今たる進行を

！！）；んでゐるこ土と，統計的資什;I;：破ベ子治二欽企11Lてし、ら

す｝と Hl候って， J思（l;IJ＇》た X!.1.；象，l（，：，士；；｛み／；i?i•J ，今のとこ

7，支郊の資本ー主義発i宝史を手際よく槻めることは，よく

ill来たにしても可なりに多くの困難を作ふものと思はれ

る。三，近代文那の資本民主義的発達を論じたものは，。i

し1929年が皮切りでなL、。少くも，広の知る｜浪りに於て

は， 192:l年6月 7flの「i附で：静かれてゐる開維包氏 r・,i1

l司c;r，資産階級的発展Ju1ri:11111J ruり. l山：i年， 7JJ所載，

1',','1新青年社叢書中国革命日:J組織主年出頁以下に載録して

字、；：， ＼などは，此の方面にち？「， 支那人1中間の先覚者の

一人ぺないかと思.s-。そのπ正処にコヅノ｛をに書かれたもの

は，何程かの程度で屈維官氏を模倣し，えは敷制してゐ

る。少くともこれにヒントを得てゐることを否み難い。

(lg，支那に乏しいことは，外国人は言ふまでもないが，

支那人自身が充分承知してゐるところで，支那自体に就

ての統計数字が屡々日本から逆輸入されてゐること敢て

j争（， I，からぬが，支那人！＇ 14干のn') t~~：：u＋としては，た

,t’ーもつ農商統計があるrこけ予ふる。従 J て数字を必要

0
 

9

J

 

－
／
 J

 
、

、〆

Ii) 点十i満雄・小松重雄i礼紫iH1111'11l1i.1農民運動の

,.l_i（！＇川f'1¥'J，：治7年2号， 1930年 2JJ。（＼'1,¥1障者は注にお

いと「特：？？熊i尋山氏は，湖北の人，閣で武自の中山大学

に教授たり，現に上海に在って，支那社会の研究と述f十

に従事する篤学の土である。曽て日本に遊びたる事あり，

J－.海｝1!r.持脅喧店より出版したるその著『中国社会史研究』

は‘その考証の該博なると， 1押，党的立場の科学的なると

υJ 

人の上く j、JIる｝〕奇であるが，その他の；1f(1;'も少くない。jと

述べた後，あわせて「本第は農民問題に就て特殊の興味

を持つ著百が特に f月誌jの為めにその趨蓄を傾けて，

農民運動の史的研究を発表せんと試みたものである。Jと

記す。

⑬ 嘉村満雄訳，陶希望「中国社会の封主主性」，第7年

6号， 1930年 6月。 （編輯者注は「本稿の筆者陶希聖氏

は，国民党中間派の理論家として有名な新進の社会学者

であるG その名著 r中濁社会之史的分析』（民国18年 1月

I!: /(r,i • I . iiifiW生命香局〉は，東頑経済i減食品の r経済資
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ー←←一一一『研究ノート』一一ー←一 一一
中：｜』 lこ，Uむ｜説 crm，は年tl)J，的15｛会第10・118・） .·~ ;/t, 

l「11'1W付:llrlf干史JJCKUJ tH!J' 1;) J • U/1よけj’j心持），，＇， 1:1]) の

!'11,U{t.t, 1111 I 1.，い、ui::；によ 1~ q二iJlJ:J.iいい•， \':f，川 『J.li

rt 』にi止以~： .; l可更に小｛「任J¥,:によ.＇て，＜ ,/) i 反規ll，ニ

於けるH総H,IJ）交の消滅j （維誌『新生命』 l（悶fH{f;l・

4・5月4合連，W/:, ｛をに新／｜‘命l'H,l 点、 （， 川！版、ちれた［＇，，， p~

H：会J1.rI,11J.'f',:，：，「r)!I二桝主fil,, I I，＇・）の ・＼（，小、 十q5 JJ 

以降の雑ιu·,,:1.，定』に，J~；I,,' 11 , , ＇－など、 一一 V’，1;ttli,,Hi l 

l司のk:那iill'iじ，4：外i司に於 Z;, ／；弘／.＂り t下11

抜にJ局げ／こ「111問？｜；会U）」J主主'i''I:Jは陶氏万当『h出鉄：芝y郊jJ 

誌』のために特に十九2在，容以H士られたるものに係り，氏Ti'

専ら研究）) ).) "1＜三して｝,5ムJL ./J乞那社会の；j述内に解明

を与えん二 J.J jので， て川jJl,' Iの観点の！！千lj.~ :t, l¥: 

が）局するところの忠必li'i.J傾向の如何に拘らず，允3士推4児

に1[(〔するものである。向lx;の経歴につい一て11fJ拘『料i斉資

n』の「.JU子iは， ＇.／＂ifの十｜！進があ i），その他仁十多少

(j ｛！・， 19:m"r・6)J。（大塚によると「本舎は，『rjl悶革命

fJ iJirnrn会各階級』の｜：篇としてIH版予れたもので‘ Vi:

；十iJ1iされると んの『現代1j1国門会作階級』と J)l1J.i1I 

トをなす ＞／，，11I L ¥ji，さ；，iこII、議の f現代＂ 'IEl 

村会得｜情机lは， jズ民JJ/L¥版物（"j I時の国民党は左翼を以

似＇J,1:fトLた 策r'i'i':Uとしての嫌1tc1と受け， I見（t:di貸；

:・n；ぃ。うまでもle；、三iI i立国民党内d，吃miのこと 笠

ぷ；L）行J,,jの一台l!tlt’tけてゐる均、人、 ！%，は/ll)以fliilこたiI 

i.'/1によなるやも，;IIJ対1，，‘oJとL, 本hiI著者の＇ I，ートム

）！＼＇＼＇られたものと却す －）j，本書：の縦概念紹介した上で

「l仏本書の結論たるべき「中国革命の性質及びそのl〕ii

ji'U :t，朱氏自らのぶ述でなく，その大河分をス〆ツ－ 1)

:.. （.＇）『中国革命［ j.iJI Jlcf川壬務』（満鉄支那月誌〈通i1J>,ri

:;6サ57頁所載，拙用品j銘 113項参照）から引用せるもので

あるのは如何なる理院｜か。」と疑念企提起しり［：記する〉。

｜λlみに，TIJ行があやぶまれていた『現代中国社会各階級』

/lり伝え ，・，，！ I J.，＞ るl.Ui＇，ハ・＇ ' （＇あやか；＼、 j'.Hこそ ；／‘，：・ ,!)j長上海場f(,J'r:1,1, t乙よってEl:＼！ドl7 Jl に／L\ ）~；［ ¥ ;f I f二

I}）時Jjf；＇，：： ノJi: ' I捕して~ ; •• • !/1J -fu. ＇~Ht、 ＇（， L !,<',¥', l( 

p411{1. (I山2qリ，！tJ；〔大Y：出料金卒業、安i:ik'IHt政，y門

ア｜交H仔教はとなる。後， J：尚尚f)ffiJ,I.；＝釘［υ〉聴には：じご

米記L, 1,.Jr,H" 

政大学・ I ,iii大：，主で親屑2説、占 l比 た。 （おL,・i.l,i<'f料・商人

j虚｛rlj釈義等山片（乍がある H>tも向務r!J点以上ii版。）

1927午国民革命箪」ヒ1良部放が此i突に子I］るや， μにb'td〕ij1火

＋＇事政治学校の i改N,!fl官となり，＇q,'・!ffli会総政治古川島

iきを兼ffI Jこl ・zrn2H午， •Jl,i{_\-1j1 サどポ守；： 11',e ，ド J r；、政治
u壬教官・cJ,, 'Iこが‘昨』1Ak, ［ぺdti・イ￥， IJ, ill J'.、＇11・,, k 

m1社会の!Uf'.1'cに従ひ， l.',J/•Ji, ,M, #tH＼！－、V－の，］r,・JC:とj七lこ矧，it

『新生命』を創fl］した。~」？に『iド国社会之~i'/0分析』

・『中国社~＂ { i 111［主｜革命.JI• I[ 'I 111Ji/',j組之副長重1JiE'WJ・『法

律学之基i1警句1"[U，訳書に 1ナ J lンハイマー:n11~反論』

・『マ／レケベ；u,，斉学説的発l1U(t＇＇；造ト il弘 ソ｝ • ;';1；を担

当）等がある」とあわせて記す。

⑬ 小倉隆訳，方岐峯「トロッキ一派の中間社会論」，

第7年 6-l}, 19:-lO年6月。 f なお ~iR者の小iilft「本編は

『新生命』第日巻第5号＜ltl且L9年5月 111 ¥IJh>Iこ掲

載されたものである。訳者は未だ方峻峯氏の経暦等に関

して識るところがなし、。併し解党問題に就て，又両派の

理論主立に：i作に就てかなり通じてゐる人であることは本

編で以てjlj 三•oJ と注記すノ日。 llc\みに方1！度判t\l/1同翠の

ことであろl¥'1 2 0 

⑭ 大塚令三による書評「朱新繁著『中間革命；と過去

現在与将来』， 1930午5Jj，上泌聯fr書店発hJ,U¥7"1' 

60 

- i ノ7、無＇frf1記・Fとし二『泌j鉄主；！丹5!l,.Luのお7"1 " ¥} 

〔l甘;l()ij'-8）］）に戦ぜられてし、る。

11:,, 点本I＜出i雄＞；U｛，李鋭女II「支那燥村社会の階級尉

ki;lcJ, *7年行月， 19:30年8J lo （宗村は本稿制；v｛：士

、＇＇1＇：「最近の 11{,J{ti出JUこよって公に，'C;jl.,た『中i同1/¥J地

山Hi~S！ミと展望』く j 【 1111,1問題之制服I 'j /J(吉司，上海料＇ I命

,!;: ），ふ 19:-lO{f5 JJ liJfi一一筆宥注＞ !Cj• に蒐録された学鋭

立Ill＼：の「＂＇国農業人 11之階級的分析」と題するー；立；は，

,) ) 1・111 'l"・t土，，j仁，，，：以n江戸IIの陳腐な；行，.，，Iによって充.， l I C 

if.) ・＇が，位、 j'oの 11'.HI社会；こ於H－：.，時総層の分析Jけ、

km;w1究家にと.) (, 11J成り興味あ心II司題であると，IJ;_小

か，・，， idこ簡単にその部分を』沢載するυ」と断わってい

る〕。

ノj、松重雄B凡 i;quH1「支那社会＼！：に於ける数倍，ui

J,Hs:1/¥J組一一熊1:+1 I I Jにの［中国約二三，J_,i,)I究Jの批〆i'(), 

( )J, j;fi7年9サ， 10号， 1930年9月， 10月。（論文の｜付

税から陳は当H寺の中共の立場に立つ人のようである。そ

れがゆえに訳者も編jtlj｛；も従来のごとくほ論文のU＇，所な

らひに著者紹介？をねなわなかった土計i測したい一一筆朽

i'ico) 

ゅ嘉村満雄訳，逸歴「『中国社会の封建性』を読みて

付，仁）」，第7年10号， 11号， 1930年10月， 11月。

判朱伯康 1'1'1日封建制度の史的F認さH，口，（三.)J, ;y, 

7 {j['.2号，第8今2サ， 3号， 19:10年12/L1931年2)J, 

r,;J :in。（訳者名および訳者の注記共に明記なし〕。

11~: 大形孝平訳，｜凍翰笠「封建社会の農村生産関係J,
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一一一
第円；1,2号、 19日l;I' 2 JI, (p:1なに本慌の源論文rt[!'1'.J 

建社会的農村生産関係』で当時国立中火研究｜流tiふ科学

研’市町社会？組Jffでか・；た｜療機笠山吹で19:lO年12)],

r,;Jli滞究所農村経済参考資料の l附としてlrJfiされたもの

一宮者，n。

⑩ 陳：鮮芸「中国の土地所有形式H,(J.I，第日年、i

号、 4号， 1931午1月， 4月。

の天野元之助訳補， i陶希塑「支那に於ける時刷と＇~

旅（／） I,｛§逮，.・, C、I'), (I 'I) i，部沿年；l号，，1:c;, 5 1;, 

｛予 i}, 19:ll句会：i～fiJL, C,沢斤に上と〉と卒L諭文l.tドf,u庁，・1¥11

の↑；，志lこ，： i干る1¥',J'l寄f:'巴J

1：，掛 陳翰？｛：．ヨ~1村＇ I：「支芽~(l)fI：‘会の構i丘に｜問オ一イ：，Jilf，ず；，

1川一！ 1，げIK :i'・ 4 {J, I！』：11:1.. 4 J L ( ,ti¥"/¥ Yd.t 1111111'./J ~ t, Lのl

ボイどりi長，：L!i二，t7， ぞ「~tA 1. Lt問ず人， 11 リ~iiJl究 1>1i＇’n会ヂl ’γWI

'lti 9i・のliJF冗J点要Jd::lnJJ;riiJ.;HI，・，ポ；｛介iiノムもので｜あ＜，，，）

と十〉。

仰 天日Ifフじ之lリ」，i],.し ;fょj主薬「IJ'i.t4に於ける－／；レジ J y 

( Fオ 11 / f、J,,t的可古川村吉 1"), I I、伸、 （,,), I :I ,, 

節目年8～12号， 'A'ig ir, l号， 1931年円）］～12月， 19:12

年 lI J。 CJて者・＼＇i'fがli'..Y＇－、武・t，・，末？山：II付L/. l~·L:i'. f 二J: 

ると［米：民講itはpq川の人，その本i'1は会11,,-r。祈繁？

保cit共 I（上等の Y,lこY、t公ftにせC,Al／こ五おお：iよねノん：

L 、。ぷ者の；諮る純 l濁に於て最も！，~く山／こ書物 f;l, :'.tとおi

繁，， l行にJt: /1＼；＇で：，・，:pr,.1資本詫之 ！（WU ( 192＇ド； u
町上海聯今iきrjl'ffrJ)であらうじっL、・c111 IこIi'＇↑，r主lず，：（TJ

与：，， !kl社五日階fl~ （上% 下Jf、）はと・，，，，Jの忌必’iこλイ1て

焼防十せられ. 19:lO年11月新生命議局よりIll版の re＼］問良
付経済関係及兵特長』も亦， i可民党中川＇（也、以上りた士号

のj巳に遭っ＼上i!ii0安川佐渡きれて焚なれて Lまった，

1931年7月彼は朱其華の名に於て新生命苦手向上り「中国

社会的経済情構1士出しとが，発禁等のことなくして済

んだJとされる。なお本訳文の原論文は朱其撃の稲本に

ょっとと天J'f教ほi上氏の「過ぎ去った次JjJ におU、；iiι己

しである（注 3）。

i:>11 Y ・ K生~／

ける農民運動（上），（一lζlL tr】9'.J'. 1-1；，’ 21}, Iリ：12年 l

)J、コJL. （！五rt,，ふとの／I',lidこ／川、、 ζ（／） I；｝えt,' ),, 

出 I¥、，＼，＇i( I似性か ？) I支那（／）礼会利，・；：：門家‘（九（ ' 

（守ト第9イト5・付・ 7，’dJH.},8・！｝・ 10，＂＇「fiHJ・. 11・

12今flj号， 1932年7J], 10月， 12月。

(ii）『満鉄調査月報』（大連，満鉄調査課発行）掲載関

係論文。

⑧ 山口慎一訳，朱共華「中国経済の現状と将来，刊，

研究ノート

( .）、（ .), U'4), ("1」約12巻目号～12号， 1932年8月～12月。

(iii）『東亜』（東京，東亜経済調査局発行〕掲載関係

論し

の周谷城「中国農村に於ける封建的搾取J，第5巻5

号ヲ 1932{1:S月。 （編制部のi析I）書きによると本論文fま

『学術月刊』第 1巻第2期に掲載された「中国農村変乱

約十民波及その前途jの第21おそ沢出1t：ものである）

ぬ朱実；撃「支那銀行資本の特殊性l，第6巻 1分，

19:1:i{r: 1 11 , （訳出の｛をιによると本ふ文H号、の［た那

主任消弁論ず！と週ーする論文の第4芦↑Iを沢／！＼ したとあるが，

;'C;U ） 掲載；），l;f.1191~己がな U 、）。

〈命宋穴水「q,[T,J f;cゾョ γ ジ－＜／））ふ¥'i命（11)f党,i:1]1な1

(i & ,I I}, 19:1:l{J'. 3 JJ o （））；〔ln,i文の，＇Iii封はIYf んかに.~， Al, 

-c＇、々し、），

·:in• 池川平，ii《. が字「乞芳i十L会d〕治M段階t・), (.:), ( }!, 

i;i17 D1～；t号， 1¥)34'1・ I月～：1月。 （訳者・nによると

本論文はがき詳の「rj1同社会史論戦に対する貢献と批古川

＜；れわt,[f';jj'f；片付｛誌』，＇）『中川社会史的論戦第 2約』，

節2＇＆第 2・3期ft刊「好総論文のこと一一筆者注＞の，

fおた l川I¥L ！~ も＇＂－c＇あろ。訳1号の池[ll はさらに同じパに

:t,v、ぐ「かくまでに倣7.！！に， f皮の国に於て，＂＇ ！？司社会史

(})',i仁川段階如何に／〉いてん；H争がB長ねにわてJlt－：；らにもか〉

f t「〉久我が［.－Hの支那研究家は依然として’惰眠を食りそ

の怖を十「，も，これ紹介し〈仁ろとlt Iなνョ彼等1111J1

flcjliJI：句界の或る者は．その甚しきにラミ〆Jては、 『rp[l:J：書

物 ~,i埠ヒーごうJl識？を i吸収f るまてには， 1t1国は宅途しCJ;i;・ 

f;c v、1な1子、誠に呆れた三とをすら平気で言ハてFrろ。

彼等をfl；して沼識不足者／ごとnうよりは，むしろ彼等は

中刊fiJF究を！票持してこれを鮫の係とたしてU、る重量械であ

って，中間現代詩を読み得ない者だ，と断言せざるを得

なト〈我んは少く土も中間に思iする知織を吸収するまで

に中国は発達して居・ると信ずるものである。」と嘆いて

いh 池山はまfニヂ；一者を紹介しC日く「李季，字を手子

と呼び，湖南平江に生れ本年37才。家賃しかりし為，親

友のiリjをねじIt芳、－）（学を卒業し ？をi{):j丹Hこ赴いて独島に

Wl乍 L，そこでJI：、産党に入党した。 1925年帰国するや，

.1-.i／りぐ予約一会＇"f：系u,urとなり／こるし )Jt!i{d先と待+iiの

術i'~tr ;kして志自己j¥J，・なか ＇Iこυii¥:i英政府'.kJ!(,::iをは L出に

活れと幸子11！，：業.＇： I＂てしく＇ o I《仁川年:it、！＇1，’党より徐ず， ':AL 

て取消派の一員となり，今では極度に反ボルシェビキ的

なAB団に力11入L, AB問の時！！論家として知られ亡居

るりとする。

＠ 池田孝「支那に於ける支那研究の回顧と展望」，第

61 
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7 08号， 19:11年BJL

(iv) 『唯物論研究』 （ti£九四位物1治研究会発行）掲載凋

係論文。

犯 問1/J忠犬「中国i土於りる主上会科学研究のf見状j，通

告治14号， 19:<1年12月υ

⑧平野義太郎「支那研究に対するこつの途 ー支那

研究の史的現状に関ナ宅、衿干の評討ω一一J，〕並巻箔20号，

[CJ:)4年6バコ

(v）『歴史学｛り｜究』（東京，歴史学側究会裕行）掲載関

係論文。

ll 鈴一刊を I/1句frr!¥'1I~ I I I /'i司政lf,1,!_!},l.＇史J,:J; I 12ひ，

19:l:l年12月。 （鈴木の後却によると本稿は北広大学！｜！身

の仮米和Ii;の＝f'Ji.lを基礎としたものであるという）u

：，；志I11 f、西！J府「右2.:1ic＇）支那ti 二； ，：U/i~のIt ！，第 1 毛、

:iサ， 1934年l)J。

的鈴木俊訳，｛五啓;ii;r支那に於ける社会史州究の概

純＇）， WJ, 日3巻2～：＼ i'f, 19:l4>fJ2JJ. I t昨日午 1JL

（訳者の｜析り答きによると「本稿は伍啓元氏著『中国新

』（化運動機観』＜1934年， とj毎現代替局／：／）行＞＇いの第 1:J

・；，，「社会史1YJ,ii；，戦j（，＇）作七翻訳 l一、それに多Fレ山補足を

/JIJえたものである。！とされ私：者については「苓符伍砕厄

J ＼：は上海焔／1；大学の出身，曽てi青務大学のiiJI：究陥（大’：／：

，；，し）1こ於L、C/ilf究をfciJh』れたことめあと主主I.': ，：・徒で占、

『j，本書lt品店にJi~け／~3/:那のHJ版物の＂＇で頗勺 Hr， な

もので‘あると聞L、てゐる。Jと紹介す司る）。

れi）『，止l.tlll （東京 ｛＇＋波書店必／ f）掲載＂＂討し J

・<E) 手Ifft弘［支那干上手去り歴史的経%段階J，治リ7む，

1930年6JJ 0 

以上われわれは長土；！.：＇‘、とわ杓こ．戦前日本丈になっ

；だ表され／に「中因子l会史論戦j関係の論文， i戦参加

者の著；作の訳文，さらには論戦の旗手のプロブィルと当

II＼の中固にむける出恥宇t,'iをまでおりこんた形で提示し

くさT乙。

われわれのとった提示の方法は単行書とう当時陣痛期

ふった·！•ji,j,1 ，新 L1,，、 n会科学σヂJi付を比較的に敏感iこ

I ；＂，え Clfj<ldこ{zい lJ とLIこ雑誌（雑誌 j＇＼荷と知

樹高ーな l二びiこ執筆百（／） i＇観的怠 l刈lt主主0:1'.／：（しのが,I;,

，／こと ・ffえ「， hるが） ,;, lベ分けいだ友年JI11 ,, J,l;Jll：』4二

ii 11 ii~列に 1) ，，トアッワ｛ノ＇}j法ーりあ J。そよ， L ／・のはU

うまでもなく，「中国社会史論戦」の日本への紹介を一つ

の流れとしと把えるのに便利で恥る三とが繁p；－の第 1の

m，、である。ゐ2とI, : ~JI 待し一日、イ｝のは，、＇ill寺防J (1920 

年代後半から1930年代前半〉はまさに日本人研究者にと
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っても析しい科学的な外国研究（遺憾ながら心ある.liJJ究

者の多くはそのおかれていた歴史的な条f斗トで主体的に

おいてさえ中国を正しく外国とみなして研究はできなか

った）をしの斗ことり組んでゆくべきかを模索していた時

期であ》よこし殺索を相対的には許されてし、た持期でも

あったとわたくしは考えている。この考えがもし許容さ

れうろしのであれば， ii本人研究者の当時限i討した小心

的な課題は，アジア的生産様式論争， f＂＇同 ft会史論戦！

（それは「中国社会史論戦Jと名づけられた論戦そのも

のより t、論戦の背祭となった当時の中関のすさまじい

革命，，（／）ijな動の実態とそれにまつわる知識人〔学生をか

む］の泊目Lの諸機相ならびに科学的な革命現論掌拐のた

めの？をII今等を直視し整型Hすること〉さらには前両者に続

く rt1111.1農村社会性従論戦J~，，の斗こ受けとめ， n んの

現代，，，悶研究に如何様に正しく，科学的にとり組んでゆ

くべきかを考えるにあったと想定できる。先にもお断わ

りしfこように「アジア的生産iいに論争Jと「中国農Ht!

会性誌編戦」は暫H寺本稿のわく外におくとして， 「中国

社会史論戦」を如何様に受けとめ，それがの｜究に生か主

れてν ／こかど弓かを検証すふにわれわれの提示の /Jil:、

は便宜主供与で占るものと考えるのであ令。

第；il士論戦関連資料や論戦旗手に関する資料と当時の

11¥瓶事：,r,';・I，：調べろに託子易でなヤ111今の事↑，＇iを勘案し L資

料の何千r.：士fl]l示・j;:, 」二とにある。提示の文1j1にま品、ても

lザi示したよろに，一書Bの中国研究者の論稿は，関連雑誌

へのi反政従稿であること，特に＇＇＇ ill寺の日本帝国のカを背

景に L人二「大満鉄jの上海事務所研究員が有：観的にもすJ

えた＜<l.：程度の言論の自由〈もちろんそれを生かすも殺

すもlllf叱主のメ Lパーの主体の問題であって，この芯、味

におν、く一伊藤武峰氏を核とした天里子元之助，宮本通ti,,

大形孝平諸氏の活躍，資料と当時の上海を中心とした中

国入社会科学者の許吟の状況を誌面を通して残してくれ

たことを多としたLうを活用Lた誌面作りの成果は今と

なっては貴重なものであるだけに，資料の所在を明らか

にする♂〉もあながち無駄なこどとはなムないであろち。

そわ lL:Cておし亡、衆知1のよりにわれわれの尊敬す，：，

II本人山手中NlJ現代，1，同研究符は「満州事変jを契機と

しょこ，＇c:,,,}f与ゐ it• 11戦ノ｛ド、の｛民主いこともな ，て， 手十三Nr1t.

if 'I忍lill’えのための資れ紹介も， ,i，国革命のj底流の実態キ；（

介もまた許容されない状況へと迫いこまれ，科学的研究

などはいわば夢物語となってい J》た。戦後，日本におけ

る民：（［：にともf十句て核復fi，より拡大されてきたとも

いえる言論の自由度と学問研究の自由度の状況下でわれ



Ⅱ　紹介の内容と流れ
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- ~ 』 宅理由~

われの先I苧は戦前の業綴との関連で何を研究したのであ

九月か， 日 Lに言吃；－るjj/ji之、われわJもの誠f'J！の展開山

/i)_( .{I］をl汁心／：..め， iぬlえにおけゑ論単ν〉紹介よ研究を挺か

しておきたい。

2. 戦後に発表されたもの

tf見ではあるが公表された比較的にまとまサた紹介つど

と持文はr;,-yの4点伊あるコ

（⑩ 里井彦七郎「l和国社会史論戦J 〔 w：凡社『W:7~股

句、作典， 常］日｛主』れIi収， 1%5年8月）【

Z↓ 矢川！，！＼＇

i樋『d捧座近fむ-rジア忠、！J.¥'JtI , 'i'I鶏総 I』IIr収’ 1960'.I,

UIJ lOrl ¥ 

ゆ 矢沢縦十行「1111誕tl:2'＼！！命戦J ( .,v.，トLトI:11rジア肪

火山jqj札’＼； ii巻』，＇： liJ(x'., 1%11年12JJUI I）。

!1D 野県四f/11「，bt者雑誌」（平凡社『アジア燃史事典，

,1n巻』 1'1r収， 19βl汁5Jl 20 Jl 〉。

なお研t汁には滋賀大学の中潟大寸たがおられるか，

「中国社会史論戦」に関する論文の公夫があったことを

ほ11，ないι （わfこく T の二「もとにいl＼＇.の r，，，同近代川沿
争について」（1969年8月2n1，アジア経済研究！？？のliJf

・，日々「中［Ii）問係新！日1・雑誌の書誌自＇JiiJI＇先j ( i査・；！：／，＼！］

敏生氏，幹事・小仙麗i包氏〕における＃！i'i'レヂメ〉があ

ろ’＇IJC＇＆，ろい）

n 紹介の内容と流Jt

われわれの本節における問題後近はi並時系列に，十f(

:l) t』もっ左も新い論文－／；込れi剣干し；、占；！.≪t!)¥:J:－，γ守l1

j「ζ研究とび〉問σ1[11,j題を2与えてみ己、Lとに i心。 抑止！な

にいって外国研究の場合，翻訳紹介から質的な転換を経

ご研究の深化にi生んでゆ：ことが， Jll）想、と汚えられc,;:) 
し，最新の論文はそれまでの業績の累積の結果として想

定 ・－：：きるノlI ケであろ。

I. 戦後一一一矢沢康裕氏の業績を中心に一

検討の対象は矢沢氏の執筆せる⑩論文（J)i金本稿ヤtll

・J・ 1た丈1白1；：，：：扱円 .ll!j今はftlii'1；上筆i庁ポ編んよー一昨号を刀、ご

fUrlする）におく η本諭:Ut『fジア府II!・j;lj1Ufこ殺す川ペイ，

I ~·あ ζ ト i"//:'I打ー； iけ：，i↑丹念 Cr;；：： ゐ／j__:・ I ( 11 ,j,; ,) !' j三

i件目上主だj邑2：とはほどi主H~覚にある！仁＇J ..くふくpIi';), 

'¥-hめてi異変の；i.・j;－.エッヒ L スでふふべき、点：ろう（｝

(1) 紹介をめくる問題

矢沢氏はまず「中国社会史論戦」を「1927年の中間草

加失敗1%：，中国王位命の性協そめぐ〉亡行なわれた論争ー！

と規定する。

亨 - - - -~ 研究ノートーャ」司ー「－

次にi論争の背景として「1927年の「大革命」は務介石

山bi革命クーデケによって失敗に終ったが，これt訂正褒

J内インテリゲンチャに失望をあたえ，中国革命について

の深刻た反省をよびおこした。j と記しさらに論争の経

過土して「はじめ中国社会性質調題は，く1[1国農民＞，

く中国工人＞，く思想、＞，く新生命〉，＜前進＞，く東

}jf/／；誌＞l；で論じられたが、陶希聖＜中国社会之史i't'J分

析＞ (1929）および郭沫幸子く中国古代社会研究＞ (1930) 

が出版されると， 11111者の｜片iに論争がはじまグノた。さ九に

:10～:CH1j,, くl；売苦寄維誌＞が中国社4ミ史i論戦玉厚i占寸をTIH丁ナ

るにおよんで論争I土最．品~］潮に達しfてO この倫争は：渇内．． ， 

{[, '[ 'i'lil J.;.'t! ］＂佐会 t't一蛍論戦と Lて継r七Lた。j 土紹介j一ζ’心

i:i'.'i4に欠沢氏が紹介しているのは論争における問越，皆、

必℃あるの災沢氏はわドi,411会史冷戦の11¥J腿ぷー識は， ,i,

1苅第11nをどのように導くべきかという点にあり，（1）革命

の／li潮｛これは王tU易の論文中国社会史論ijit序幕JUl刊

の広沢であるため熱さなし “高まり”もしくは“盛り

あがり”とでも沢すべきであろう〉はやってくるかどう

か（革か／〉条件；tあるかにゆ革命の性質は-flレン？戸

市命か社会l：義革命か（中国社会は封建社会か資本.t義

ti~かに嶋中1 14小命のけ匁は帝国主義と対建勢力か

（刊？同L義がLjl悶にお上1£している影響はどのようなも

内れよ；主E勢力；t{(1在す

／こσlと制H「す司るο

ヰ主将.!1士土jしまP幣理してきた矢沢J(:vJrq1［司社会もたぬ

ir.Uに間十る紹介iJ，ほとんどをT干し錫のr'Jii掲論丈と王

立日の「中国社会史論史J（注5）におうもので矢沢氏自身

の特別江戸見解のk明はない。むLろ間違えζ紹介して

いる個所があるので今後の研究の前進のために付記して

おきたいη それは氏が論戦の経過においとあ（jてL‘ら論

争関係雑誌が量的に不十分であるばかりでなく，あげた

旅誌のうち最初の2誌く111[.kf農民＞とく中国ヱ入＞t-t、

＜中国仁人＞はともかく 11:ヵZ「中阿佐会史論戦jを1927年

の中国革命失敗後に始まると規定する立場をとる以上，

く中国筏i（＞誌は－J;t：不2嬰とな九う。なぜならば一Tj＇｛討

が1)/j掲論文・において、：＇1；：を誌を論争掲載；＼；ちとしてあir・n 、
九び川上 r:i • :m1·1,11t·之＂＇［ Ii/fl：会り訂正~I i芝山青山線誌・ch，フ

C i, !!127il' 以後の紛争関係誌と LてあげにいるわけでlJ 

h" •/p ；》である 1/1' 6」

(2) H平f曲に関する検討

それはさておいて，われわれが矢沢論文にもっとも興

味を抱（郊分は論戦を日本の資本i義論争と比較LI二鋼

所と，論戦に対して矢沢氏が下した評価である。
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1972010066.TIF

す守 研究ノート

げ） 中日両論争の比較について

矢沢氏；土日本の論争と山lじ絞について， '.2lJ'!',1iii全日本

でも資本l義論争が行なわれ、 q，国社会史識＇i1tLそれに

深く影翌日され川、るが， I i：本山場合には（11付4 なわち『革

命の高潮はやってくるかどうか〔革命の条件はあるか〕』

のこと）のような問題意識はみられないJ と指摘する。

矢沢氏がほil[,,Jじ頃に者1,'':;¥(,ijたとみられりら（発表時

期から持して）⑨論文で［i,J仁く［！本とのJ;［：，隊化（［ドi司社

会の性質問題をめぐリて， 1931～；l3年， I( ,b＇~告書雑誌』を

小心にl,f,'発な論争が行なわれた。これを rii，間社会史論

戦j とよぷ｝ tノ工うど IIフドでt、 「II本資本i・1海発達le

講朕」（ 111:¥＇.！～：，，l{J'-ll］）が11Jir E れ，［講泊五！＇I~ Iと「労農

首長jの1::1；こ i六十二主義論争 IC：んすけなわのと＼ '. ,v, ,f_こり i

ど,tJ：き，統けて⑩i論文とl,iJ憾の 1'111司？｜会！とl倫戦J0))/¥j 

MIT志：識を三つあげた後， 「これらのうち，（九けの上う

な｜問題,t,,;;}r,t 11本の「資ぶ i持論争jにιぃJ／こ札（？

についてJ工ぅ このようなr::J;,'.Ll，む＂；＇，tは中国UlJ¥¥,'1 ／・けのよ

ろに思；／：）JI心。それは， i1'i命山泌験のH無と Tベl らがい

によるのではないだろうか。 q，悶の場介には，｜｜本のJJ);

（，よりも， 3干：命；む l識がはるかに強か v Jたとし可えるυ」と

ぷす。

l二記；これ£＇！＇.！ Iト録した I1[1[1,.1付会史論戦！ と［｜！本資,,j,:

i今義it命争」の比較に才jいてわれわれはすくなくとも次の

：つの問題がある工うに，Uう。

問題円台YI ;-t，中国の論戦が II本の諭争に深く影響さ

れてい三J とみ，，，，矢沢氏の l品4ごみる。矢i1~Jい） IA己の叙

述だけて；上H：.：.根拠をおしこ濃く影響され亡、、／ことみる

のかがはっきりしない。 『読書雑誌』と『資本ヒ義発注

史講座』の刊行年の形式的な比較から出した軽若手な結論

とは考えたくない，それだからといって111I日川可におけ

る論争の始，，＇，（企考証した痕跡本土た認めがたい，両国に

おける縮争の相互関連につU、ごの言及も矢沢：揃じこはみ

られないだけに問題は深く残ろう。

中日両国における論争史の比較研究に興味を抱く筆者

にとつには悶•L、のあるとこんて.＇ k， る。

ここ・c;IJ,'.,iI¥,j・るのは数午前市庁が i'i小111;:,11'.，翁ij弘！

に，＿）＇、 r, 1，~11 本人 q1 い4研究者の先·I俸に’鈍 11\J した泌がト：

1・,i1同社会1Jl1i命戦（ j・か，あれは 11,j,;U）資本 i::i話命争合

点似てl［＇［＇（，、卜・，；，主『 11がや lに治守？で，大 L/: I付行企もfこ／J

いもので j工，戴君j とjJZハ亡きたこと J：であるりわた

くしが矢沢諭ιを検討し， ；，！cみ進むうちに感じとjことと，

矢沢氏が「中国社会史論戦Jに下すダイナミズムを欠く

評価（後述参照）とあわせて，矢沢氏が自覚しないまま
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に日本人中国研究者が伝統的にもち続けてきた体質を軽

前山主こそあJtJ[i:玖 Lてし、るとみるのは，筆者の独断で

ふf》行方、

ふの伝統的外民こ tt' 1,,、みじく 4,矢沢氏の先輩fli'l1：ι
！たが⑧論文において「かかる中国社会科学は，××の×

の中にも， xx××を通じて発達して来ており，また今後

j, た還するであんうつしかしこれらのす1績は，吾がIIF~1

ircl liJf冗界かちね！！を｜現ぢ，締め/J¥されて，受け容れ「z,l L 

てゐない，甚しきは， 『中国の尚一物在地じて知識をi吸収

十るまでには，中間は発達していなv'Jlとさえ桜予言する

1¥1¥i［活学煮の2ゐろ_I(/]'7)とl嘆き，；也汗i苦手が⑨論文のえRti・

, Li.：：＂ぞれをう』｝に口、くま日こ悦 f!l（二、彼の国iこ於て q1

lift!九五i：の発l:ti'.Iを陪如何につし、ど論！［けA重：ねi，れ CJλ／：｝

にふかけ土らすよ，我が同の支那（iJf兜昨は依然として惰眠

:r食 I）その 立怖をすらも，これ紹介しようとしない。彼

¥' I! I 1f1 同研安伴内戎る者は，その？をしきに至って；土，

I!° 'i '[i,'.fの書物を通じて知識を吸収すイ》士でには， q,r斗は

たj主して活な v ＇，~ if..ど，誠tこ呆れたことをすら平気でi¥ 

りてかJる。彼等を称して認識不足ti・だと言うよりはむし

ろ彼等は中間研究を様修してこれを飯の種どなして府る

お：織内あって，，1，同士見代議を読みねt(L、者だと漸Ji-tl＿ざ

そ｝十件なL 、J(l\8• ＇·，：葉l土げ l < ,llf¥!dJ Lたその体Y員のこ

とである。

！寝汗はも九九ん11，悶におけるヘリレキシメムの発艇が11

1＜そ保体にした伊iJifii をもサてし、 t：竺そ t，王~南かはじ

めと「る何人もの｝与すlな中国人一、リレケぇ経済学者がfnLI:

''i'" r•草tの門戸七であ.＿，たことも，主／こJ主成日本訟で）'Iて

補い漢字を頼りにU本訳のマルキシズム関係文献や日本

人研究者の諸業績を一 ~1 でも早く吸収して自らの分析の
引をに化するへく努力した歴史を判長！人知識人がもって

I, j：三とを承知してγる。しかLこ，れはあくまで「中間

における7ルキンえムの発展と日本がそれにおよほし た

影響」というテーマで研究すべき課題であっても，上記

の状況の存在から直ちに日本における論争がなんら根拠

右引きれない士七に、中国の論戦iこrt＜影響したと制約

L ！：怒言を許れするものではなかんら。

・!;'k, 1 I 1同におけ -Gt!:0利’アの予告11（のあとをたどっ工

み心と， 1111同社会史論戦」が始ま，J・ci日1もない1928{1'・

l:;'[/J込ら論戦たけなわの11no年代初日i(iを中間期にし、 f'lfl 

1'4J見付社会性頃命戦jが盛んに1Tーなわれた1935～：＼6年以

までの約10年泣くが つの劃期となっており，それはま

た1949年10月1日以前の近代中国における社会科学の飛

騨的な発股期でもあった（日9¥
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飛躍的な発展はじ記期間における社会科学関係の出版

状m.にみれれる。、lj邦Jr,i]iこ刊十！ーされたトi会H''f:関係のふ

典と入門・啓蒙舎の翻訳ならびに中国人研究者が自ら社

会手｜挙の方法論を駆使して行たった中iEl研究の業績it質

量ともにそれまでのいかなる時期に比べても優れたもの

があったのである 1HOl。

料、（士わfこfしが書lj期とたったぞ書よいた意味lてっし、ても

ふれておこう。すでに⑨論文の項において，大塚令こ4が

「tL：＇.，科学 iこ関寸／己資手IY.は訳書の多くが日同告かにの

選制又はその影響を多分に受けてゐるにも拘らず事氏

（斗；字）び＇ I馬主）JI、侍』は全然柊独書に基つL、て書かh

たものである」と指摘しているようにこの時期（192別年

頃〉以降C）ベ I国仁むけぞ｝引会科学界はそれまPの翻訳模

倣から急速に自らのグルシトに立って研究を始めたばか

りl／，：く， 1'1むの「／＼I題σ，（'f層に1,',1zドっこ穴を机り進めて

ゆくのであ円た。そのごLなtfl_手もそれま Cのごt流であり

t.-. 11 f入弱々＇I.J;.！了）そ（／）11 ＇，身者に加わ＇ C, V『！こ1 ト日

シヤ‘ ドfツ，プラ Lス（アメリカ留中i+.r土γノレキシス

ム上；）か手｜占、fレキ γズムの社会科学に悩って＇•＇た〉など

の鼎［14ffi学生が強ブ］にその一翼を担ってi',J;・g程Lはじめる

のであった。矢沢氏が（中国社会史論戦jを諭ずるに：l';

た J , ・c主仁依拠した『誌記雑誌tの中同注会！と（1(J論戦専

仔の I--Nまでの論戦の旗手の大半が，非日本ぽ学出身

者I~ Lって,t；められてヤζ）事実力 hらもそ乙＇）一 f¥Uまうかが

い知れよう。そればかりでなくアジ‘ア的生産様式論争の

ソヒ I ト・ぃシヤの旗手（｝）ひとりであふ工ル・ rデγー

ルのー連の著作，たとえば「アジア的生産方法J（『満鉄

支那）］誌』：i,7今 9サ， 1'110句り lj所以）．「え那農村経

済の統；；Iーに就CJ(¥ii］じ第7年IHf, El30{J'.ll}J所載） (/) 

いすれも手主Yの中［1j訳 i中国農村経済之特性』（19JO!f

7月，上海北新書対版）からの重訳である。祭主表の中間

訳本にたとえ，田q，忠夫が書評・Ii11）で指摘するようなぷ

訳がわっfてとして L、この史実は中国社会科予界の円時

の新しい息吹きの・，111を伝えてあまりあうう。

討をもとてう。矢沢氏山中国と日本山比較における第

2の問題は，論争における問題意識の相違の指摘に見出

しうるo先に i.掲lJておし、たように，矢沢氏はその相違を

日本の場合は中国におけるような革命の操りあがりはや

f；ー：，f l りか 11ni，不命の条件‘はふろか内問題（：tilt

!a:欠いよτ期尚 Ll C，附悶における本命経験の有無とL、

うちがU、に上るとJラえるといい，さらには柄i誌の共通［

た問題意識として「（2）革命の性質はフ‘ルジ、ヨア革命か社

会主義革命か（中同也会iHJ-建H.会かrt本一ii'Ht会か）J

研究ノート

「（3）中国革命の対象は帝国主義と封建勢力か（帝国主義

が中国におHぎしている影響はどのようなものか，封建

勢力は存在するか〉」の二つをあげる。

mi鋭意識の（2）はv'v、としても，ゆと（3）についての言及

はあまりにも手軽に失するのではなかろうか。本来（紛の

「1／〔命対象が帝国主義と封建勢力かjの問題提起におい

て， :i.11R寺の日本は自らが帝国主義である以上中日双方の

共通した問題意識どはU、えなヤはずのものである。 J思う

に誤主 9の根源t立一王手L錫の「帝国主義在中国所発生約作

用」 W:12）を「帝国主義が中国におよぼしている影響はど

の上うなものかjと不十分にしか翻訳 Eきなかったこと

からくる認識の誤まりにあると考えられなくもない（因

み仁正しヤ納訳は，帝国二l義が中国においてはたしてい

る役割は……とするか，もしくは意訳して帝国主義が中

国仁川賂している二をで中国に及ぼす影響は…ーとすぺ

きであ九う〉。

残念ながらわれわれは矢沢氏の間違〉た認1殺は， J:l;;tJ;

れんのほんとうのグJレントから問題接近につとめたので

なU、一二とからきたものと指摘せざるを符ない。それがゆ

えに中H両論争の比較において，日本側に問題意識の

(1¥が欠如した理由をいとも簡単に革命の紅験がなかった

ことに帰することとなったともし、えよう。

筆者の賢官雪をまつまでもあるまい。問題意識の（1）の欠

如のf':t:なる産自は決して革命経験の有無にあるのではな

しより根源的には草命に向かわざるを得ないさし迫っ

た状況の商問における違L、ポ，もたらせたものと考える

のが論理のすじ道であろう。言葉じりをとらえてケチを

つけている正誤解3れるかも Lれないが，事l土矢沢氏の

I中国社会史論戦jの評価ととらえ方の基本的態度とも

かかわる問題だけに，あえてとりあげるものである。

（吋 『読書雑誌』発刊前後の事情に関連して

先に進もう。矢沢氏は⑩論文において「当時の中国革

命運動はコミム〆テルンおよび中国共産党に指導され，そ

のなかで農村工作を重視した毛沢東らと，都市工作を重

視した翠秋i':L李立三，阪i紹再らとのJr立があぺたa コ

ミンテノレンは後者に近かった。毛沢東らが正しかったわ

けだが，後？？はロシヤ10月革命における権力簿取の構図

をそのまま中国革命における権力奪取の構図とし，中国

革命の長期rtを認識できながっ允。このldまqqヰの革命

保！条件の問題であり，社会史論戦でも問題意識にのぼっ

ζいふが，社会史論戦ではほりドげられていf山、J土ま

ず中国革命における中共の動きと「中国社会史論戦Jを

対置3せながら論戦の否定耐を指摘している。 1時期の

6ラ
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の関係者の託社通じて明らかにしなければな川い段 L～IiJ] 16日〉されたものである。以上の経繰から鄭の記

階にはいってきた。 I 十 W;t主審雑誌Jならびに神州国光社の制：の性格や王礼錫

『読書雑誌』の「中国社会史的論i戦jJ与ザ阻に撃場L I のことなどは当然胡は編集過程で一読〈事実鄭箸によれ

f二、＇ill干の若き論客学稼（鯨学稼のこと〕 i主戦後台湾にお

¥, ＇－，ご「 l社会史論戦j的起［可和内科い19日年，台北中華

雑誌社発行〕を著わしそのだかで i「，it誉雑誌塁打ま中

1qn会性質問題を探究せんとする存関与、山中で創刊され

’こっ神Iii国光社〔同誌のそf61仁） it t l_: ！；：たずねれば中

l:l<Jの内美術，書繭等を出！被していたrtfで，後に19路軍の

陳銘柄の買収するところとなり，かえて十i会科中'Jlr-をill

寸ようにな’リFこ（この点、きかは厳＇.$；，主を欠く，本汗が 1,i
i餓寸町ゐ1936年！阪の『神州凶光制：簡11Wll:ll』＜11¥1同｜｜録＞

でみろ｜浪り，社会科学書に重点はおfJ寸i.,・c ¥, 、るが文学博i

ff、」＇i/,l'f類意 「書画碑J:¥I I, /1＇，仁川、＇） ',i;'!J｛；－を，，υt）口、

,'.) l 編輯をi：宰した王干し均；士I1,!J ( ·~t lt f可 i工商？？のも

！と t'il1r、時期の反共団体である i¥B / :¥nti Bolsheviki 

（／）略）司の関係者である。 1 ・ j,,'，力者tル51；上玉氏が波討し

た機に編輯が始められたもので，彼は制lのII本留’＇'j:生

例えば胡秋！原，：fl五南，：~君主影，／I：洪発等と連絡をとり

昔子檎を依頼Lfニ，依頼した人物の中には1lfJ国民党以で，

前共産党の要人でもあった梅省道＜鴻彬〉もいて，上海

における編輯責任者は彰芳草であった。陳銘柄と王礼＊"1l

がt41/I↑rn光紅を始めたのはあ／い、；上政治1/J意ti:！があっfこ

心， L 111:/1.,なヤが，執筆者以11;:fo llH :/ J 1,J句にわたり，必ら

I L十、彼らl両者とJ,i]－のJIう〈バ， Hk〆1,(. iたわけではな

‘、」＇） LJ9）と記録する。

一二の簡の事情を鄭が寄稿者に依検された人物のひとり

であるとあげている胡秋原（かれは鄭著の出版元である

中著書雑誌社の実質的な社長で，形は｜司社が発行してU、る

『中華雑誌』＜月「IJ,1963年8月16日創刊現在に至る＞

の発行人，し、うまでもなく論戦の旗手のひとりでもあ

己，.，）は「1930年羅貢華が米IIL v神川主！たilが改組され，

l何時，Ji刀関係者がそれを受けっぷ ＇，，＼＼：／viこ新蓄を出しと

ン悼といへ，さらに同社ハtti福嶋は彼山乞人王礼錫が~

y口、ふともu、う。そこで‘ 1トkと打、と i牧南と錫cfl青の

[IL［人｛、「自沙社j とb、う［科，L,

一-f-,:Cの芸：体I社会学tと，ii¥して神州1.:1光付.／.：：.1度L、f'1i'v叢

島、の，H時と LC出版3せた。しばんく LC I'礼錫が来！｜

した。 f皮のニl’十；せる『読書雑誌』；土最初111いこJjb、亡編

輯したものである」と書く（補注）。

ぜ：；土／，月の友人で，鄭著｝土占月のJ:＇宇す／川 1慕雑誌社から

iUJ:rz ~： れているばかりでなく， , 4,；に7仁〆:ir)l！は r中奇主雑
l 臼；lニ.t:1.、て連載し第3雪ちム三 1:；～ 1.i;;- 1%5年2)J 161:-

;t li'8t丹様i：引所載論文の多くは,'J］がぞ；に提wぐしたもの

であとふ L亡し、ることが想定できる方、心‘勢口の記述をそ

の主主・'1-tT入れていいものと恵、われる。

T rl,f尽力：AB団tこ関係したこを全布告H たのは鄭が最

初 Yんし‘ IIフドにおいても先に提示しておL、た勿論文に

おし、て小島（箆雄？〉が詳しく主の略歴を紹介するなか

でAB団に加入した経歴をもあわせて書いている（／l:20)0 

19略箪の陳銘柄と神州国光社の関係から『読書雑誌』

をみ允場 （，， 陳が蒋介石と J定の距離を保ちなが~）交通

;'cl¥日， 1,て；q（南京， 上海〉衛Ex1,J 千＇2:tn u'1 Lたのが1931

～cq・‘ II 本市の上海侵攻で19路市の陳の吉／＼［Cj（.存光蕪，

然往時ヴ；1汚名をはせるのが32年 1JJ，そのfをも活支it！こ移駐

を（，,rぜられ1・・野して反蒋にまわり，ぞ［会民主党派と組ん

で片品恋人民革命政府をつくるのがお年11月～34年 1月，

これを『読者雑誌』の創刊と特集Wの刊行日が1933年4

n 1 11であったことを想起すれば， r読書雑諮』がし、か

なる機カを宵殺にして論戦特集の大増刷をしていたかが

.... fl瞭然となろう。

訴か i,），＇.そう，論戦の前哨戦（ 1928年〕から『読書雑

芯I(!) ＼；戸川カ：1+1される1931年tでの九 {j't]¥J，武漢政府

のi/Ji)j，うに土 i，ないと海へ左おちのびて q；士＇Itこ11：道から

んなfi 守主：~ゎ知識人は輩命の-Viλ'ffifa.~ に，＼ 'v、t（；主れただ

けずctr＜、i可立合｛干のぬる 't湯のれ正で／・di'i,lilt建軍調

を唱えておけば自らの政治的立場特に階級的立場を明確

にしなくてもやってこれた，いわば， 「革命Jの錦の御

棋の下での“仲良し”ムー！ごは今ゃだめとなづたのであ

る。コミンテルンの内部抗争と中共に与える指令の混乱

は本命挫折感にちちひしがれた一部の中共系知識人の動

j] l:'コミンテルンに対する不信感を仁もたらしたことは

多くの人が書いているところである。中文内部における

う｝烈でできた「解消派J （線独秀を代表とする〉トロツ

ニV・ ／.，ト派（宮rJ仁誇など〉の反幹部派（当時のLjijt主流を

,:,r:l'H¥ii（，とりJi］称）活動だけでなく，社会民三ょ！：義背や国民

党内部の改組派‘民族改良主義者，自由主義者などがこ

れを機会に宣伝活動を皇室んにしはじめる。このような状

況卜aに中共が出したのが「中国社会科学家聯盟綱領」

(1930年9月10日の『世界文化月刊』創刊号に登載〉で

?Jal隙の甘r,tr革命的マルクス主義jの擁識と「非マ

ノL勺 て Liを思想 民族改良主義，！＇ I山jニj定及びエセマ
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ルクス主？？量的埋衿 寸t会民1・：1義， トロツキ『主義及

び機会主i'Uの咋斥士，系統fl'Jに中国の新興計一会科学運

動の発展売rn持t，正しb、J ;I, りλ主義のγif云を拡大す

る任務をもっと主張した（l.l:21）。

『読書雑誌』はこの上うな，初めからけtj七と対立する

ような体汀（王tL錫は同誌の誌i同において， ffi~; t＇）場を

もたない {Ill、た した人々れどめに志而を公開す－;:, I,強調

している〕を先天的にもつい、／ιといえよ－， 0 

『読書雑誌』の執筆者に中共系の箸4'，な人物カ川、ない

のはまた当然。ある（王直1礼不透などはll＼時明維な政

治的立場に －，,r＇ていたと It}/.,1.えなャ。いわ；川、；J{L状態

におかれてL、，＇－，政治的実践を敬遠 L，γ ＂¥ > （ムに

だけ興味をも d》ていた知識人の鮮の ・ffllとみなしでもい

いと思われる）。

前記の綱領内発表の後←；仁：売芹雑誌：』 i土日l]flj竺れるわ

けで，神！竹内：＇C：±のr：トドー陳銘柄， 『流,I::1'1i ;t:; ijの編

集長王札「，；，ノ円it，台：1J:f:<I力主主ご辺に，h.，たかはう、 iι ,C調，ミ

がついていないの

それはともかく，執筆一任にはfrよれない？ヴキスト，成

国（~If二！怜）可 （＇；，｛，自派左 L ：＼司：；1J，秀とともにVi＇.、＇（， ¥ l I允字

季，厳霊t長、 ！自i（，島11寺にト：1 ノ： 、ト派の立jぶ’立 pたH

畏之は厳と同じくモスケワ何｝りである。同i.と執筆首に

王礼錫がAB団関係官，胡秋原が反幹部派的論客．さじ

には神州国光社から出Lている「文化評論」全"i'伺とJt編

していfて1ト〉ごの共産党幹：・；11J1ijc'°m彬（19311!7 JJ II本の

監獄から 1烈firどなって幹部派を隣脱Lたと L、;j).! l, ；：／注22)

などが神州国光社（19路箪がノミト 1-1ンであることも合ん

で〕のrr力な幹部とあhliA1Jたならびにその問辺に杭関

する文fl:,, '" ij＇.中砲火を mっ＇.7'.，，パも主たき.l,.Vi〕 r'li然な

ことでかん弓 U

矢沢氏が；！じに述べた「コじテYレンおよびt¥1[J.il j七産党

の指導に対する肯定と反対という性格，またス宇一リン

主義とトロッキー主義の対決とU、う様相をおび二政治闘

争化しfJ ＇二十る見解はま ・.j＇ごつに分けて Y;え人一げれば

ならなL り JJ¥,f-1闘争の実質的なH；は『読書雑誌：Jjul紙面に

は（紙面内部のそれはある忌、味ではコッ7の中のあらし

みたいなものと考えるべきであろう〕なく，むしろ『読

書雑誌』を利用した反幹部派的育論を中：JI;系の版手は外

（他のが：f1iにJi＼、 C)に；rpふれ》形をモ；：，ぞみtrIて大

過ない・c;J;-,7、円。

トロツキスト派以外の人物で『”売書雑誌、』に登場して

くる代表的人物は1927年革命でほうほうの体で武漢→広

東ルートを邦沫若とともに；山 I），やはり上海：三身をかく
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す’V町良的存在の朱其華（新繁）と先にあげた陶希製らが

、入社会民主党山県論家の別のi演をιもつ王と;1,)J＇，を

fてんとかれらは土 tに、5持の南京政H干しこは容れられれ人

物の集まりである。 f上海事変」における対日抗戦で南

京当局の逆鱗にふれ，ぞれから発展した「閲変」 〈先に

あげソニ福建人良市命政府樹立運動のごとjl土抗日を拘iえ，

J;,i問、を優先したf)'j/i(j流派iこ対する反先と，王.MJ，，が

1i命戦を通じて模索［えた（とかオt1・) i:t たえた）国，戸、以

外の第3の道の政治的実践が19路箪と結びつし、てi貸出し

たものと考えても良ャであろう。 『読書雑誌』がパト日

L 什 1，在銘極が下~＇f fるにしたがって；｛,f!iij /pらの圧力が／Jil

1正さjLやりづら；なり F干し錫の出国となり編集のr、ト L

をえけついだ胡11;I l>k変Jに参加iするi品位で社会史n街戦

で，者き学徒と学生らのH烏＊をあびた『読書雑誌』も廃

刊どなったのである。

二で恕起すい’》 1V11>1論文： 1.:t ；•，、 c 'If国｛問自II教Jせが，，，1

i誌；！γI II本のf，二実；上；；，，，；建本命（l・'i¥! 'ff：のこと〕 tこえけ.<, 
f皮1・,〈／λ；'ffilliと関述して，本誌を純ト 11ツキストの機関誌

とみItしてL、るJと；Iドくが何に恨拠をおνて11本の！，二演

が三九判定したの治，/J'.1」明であろが．ごれまでの税11/J＇ご

しIIJ111のように沌トリ、ノキスト機関誌EはいいがたL、の

、あノλ なお野）J;{Jc.:はいj論文にまれ、て［論争の蕉人l，、は，

Ljt悶H会をなお！I'，封建社会とみるか，すでに資本主義社

会とみなすかにあ •） たが，市ricx· OEしくは後者であろう）

を代ぶした執筆れはi二’！工昌， 1干！昭，政主峯ら，後行 c11:
しいよ前者〕のけ1.ll'-k其華，初秋fl;(,i1J夢雲らでーー..' 

とも書くが，文中のかっこのように補正すべきであろう。

『，，fι苔雑誌』は決Lて純トロツキスト機関誌ではなL、

とどはこれまでの説明で十分であろ行。 Iえ対派をすべて

結くたにトロザヤスト呼ばわりしたゴj時の攻治事的山

II本における反映をそのまま未整環で放っておいたとみ

るほかなU、。冷静に考えてみるとき，神州国光社がはた

した役割は直接中共を支援しなかっただけでなく，むし

λ；Jt'Iサを積極的に［ill！］したことでl政治や思想、の混乱を？

生、知識入居に i,たf，したことは ・1ftiC'事実であノム。 L

かし19路軍のバックア、ソプがあマ〉てはじめて可能とな♂】

たと汚えられる合法的なマノレキシズム宣伝（出版物一覧

を先にあげた「簡明書目」に徴するとはっきりし より〉

/J・i I i ・ I ／：て役制た i,h,J ,11・ C新／ （乙，：H1ttil C L咋、仁｛勺

},'・' • ) ;,; ＼‘かがんし・.＇）＂＇ふんうか！？！レ IJょに煉銘割高ll11 F II 

Ji（にて余生をおくっている，書斎派マルキシズム研究家

の~？手も大陸に健在で訳業にいそしんでいると聞くにつ

恥，政治の複雑き，微妙さに一段の感慨を抱くのは筆者
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Mlりであろうか。

われわれは長女にわたって『流望書維泌』の周辺の事'ti'iー

を終期 l亡きたり 4》Li連法：でなければ，社会史論iji¥d/:t{,

t , ・c附Jj, 九、い19己8tff,t日・ 01!'.匝JJが／；，{t•！：：る川 I9{U:I桶

pてと l(){j'・にi/i!jたなく， li1!Ul1J fザ＞ I山 l"rからわずか

に7午，この聞に主な政ff,・ ,1,'·J;:c1 ，大 •j.fj::三けでも5・ 30事

{'[ 11山 5年）， 1926ij: ;1刀、円1!1111挺 I,i’lがあった。それにあh

. . IU丸 1927年4月1211C/) I海うー ソ（この間tこ起こ

バンテルンの分裂，ス ιJ ii. i ト11ツキーの抗争ヲ

それの＂＇同革命における）え I!央）， [,,J 8 JJ 7 II OJ'i1J七の8・7

会議（この間の南昌暴動と湖南・湖北・広東.r上岡4省にお

ける秋収暴動），同11)Jの海陸重量ゾピ1 卜の樹立， 28年7

Jlの中.:Ji;:6 '.Jで大会（モスクり）もまたあ，pた。 『μ先害弱le

;:.t.1における論戦がたけ／；：！，Iば（（：：ttノ「うど国民党によ

IL：ーエトI.K包閥作戦（ヨ11').:j;～：；：＼午JIけJ）この間に「溺i

川 Iぃ止（：U主「よ上海事》{t〔；l2il）なとと矢継早ゃに起こ

' r ：ること実に波乱万 tc1激J!IJが短期i:司に中国にあっ

F の中で国民党左派合；＇＇；む i立J/)i't'J匁l殺人がし、かなる

思いて？中国のゆくべき道を模索し，革命のエ手 yレギーを

/i1T人に求むべきかを深刻に 1・1らのグノレン卜に立って究め

hければなんなか d 》たかをお t...!:I・るごとができょう。

l:,fL',の全体1YJ状況を杷縦した上での論戦の佐賀， ；けを

試みる姿勢があれば，，Ii;e1被を『読者雑誌」の咋：J・ 4 tHHこ

' ごめることもなくな ，：，・c ,v, 7, :, L . /f-fi繭を締態的iこ

ilJ,j IてLまう誤まりもむ＼ ／ふ＜二 Ljふることとな7,

上た性急かつ安坊に11'0,r/l'Ut,.・.t、人！ ）る戦略・戦刻、j

山ii[ilJ/ Uの過程と社会史論似を i;・Ju〆川 ζ，i何台間ll)j主i

過を実態把揮の欠如FにPJ:J.::乞 l、j、ニと 4＇また避けられ

にう。

2. 戦前 牛田中忠夫， i也悶傘両氏の業繍を中心

資料の提示においてもわかるように，ヨII寺の中国の社

二三11・'1シ界の動向に敏感に／xJ心 し ミJLを日本tこ反吠しょ

｝とノガカしたのはほかで1ii. l也、 l＇，的欽：%那月誌』と 1n1r

1jj1」であった。

i01冗主体でいえば伊藤武雄氏を 1p，し吋こした満鉄調査部

の 1:i毎事務所研究室のメ〆パー， Jく：Uf1し之助，宮本通治，

大塚令三らの諸氏であるo 当時かれらが何を考え，何を

立図してこれをと行なったかは小島麗逸氏（当研究所所員）

の『満鉄支那月誌』についての詳しい解題と研究の公刊

(11:23）に譲るとしても， f,i）誌の残した資料的価値は学界ω

c'~ 1fi f，遺産どなろう。 Lrト！ この泣i'{1;＇、fラスとなるの

I l、 ιく・t'C'；わjI.J－，れが；1,/;"v>YI出ィトJ¥I＿代中函， U・＼ベー

研究ノートー→ーャー一一

はアジアの研究に生かし，その上で正しい中国・アジア

泌織を確なできて初めて汗価がさまるものであることは

し、う·~でもなヤ。

それは.ちてj之内、て文献リストを一覧するに，翻訳紹介

f I j I五11：今（1

t,: .I, Iノ 1i~） iji~ ;J！上における『新忍詩i}j派l；こi'i」、朱j主華（新

？、） ！力、L朱l土決して『新d巴J耕』 U氏をiに表vθきる人

°r"Iむit t.正力告’ rに一ーにかたよったのはいかなるがR自によ

／小りと！い1うか，たんに｜示1誌ハ！11］人ωひ土りである天

野氏がII制と朱と懇意てeあっただけの遡肉でそうなったの

だろうか。『新思潮』のT学文，港東周らの論文（当時の

,1，共に近い立場もしくはそれを反映したともいわれる〉

が本諮に訳載されてν、ないのは;4時の政治情勢（学問の

i'11!1との問述）によるものであとJか，あ〆川、は個人の好

みに ζるt，のか，はたまた，問中店、J::h'.Jぃ，]ii氏の代表的論

'J.:J' ,,Iイ＼＇： t,, j性めてU、ることを知 v,tこiごとの 1w1り」なの

止ん.・，か。わたくしには不明である。｛走者に.f'llrJJがあっ

! 二TE考え！.こい。

悩介の.:'.i~般的な流れの中 iこ，当時の中国学界の動向や，

iリfヲピ貯のゾロフfル（必ずしもすべてがiEしく報ぜられ

／：＿わけではなνが，クリテ ｛－ 7すれば利用可能），出版

下怖の敏感な報道は有雛い。このような当時のヤきいき

I. /cこ状似を｛i:；え究員してくれている資料を身近かにおさな

かん、 l,,Jn.1jf(n研究者でなu、戦iを111/¥(!i/iJF'f'c否定ミそれを

fd1 I ぇ燃史の「磁場感」を十うj!f1. pた上・c',i~白文を書い

! iγ1］を'i¥'1,,1＿，ごしてそれを知らな，， ＇。社会ちl:u糾ii')~ ＼－、えば

,."-/ch雑誌iとし、う安逸な接近ftJ見千七怖jr Lてし、るよう

トーわ／こくしなどには見えるが，」れはまさに外国研究に

心ける紛介と研究開の有効な継承発展の可能性を無視す

ふことではないのであろうか。

紹介の段階からの脱皮は，先学の諸業績を批判的に摂

取して有効に自らの研究にとりこんでいって初めて可能

とな心ものである L，研究の深化はそのF統を経て促進

（主主3七のぞあることと筆者は考えにLる。

,iiれわれが中国社会史論戦をと当時の全般的な状況，論

'I交のりた手（／）ノロフィル，関連雑誌の性十？？などに無知のま

主守人／こに特輯4紛の字づらい仁！）だけで結前を出すよ

うな研究は解釈とはなっても（それも決して正しい解釈

とはならないであろう）本来の；古味の研究には決してな

らないであ九う。

それはさておし、て本題にはいることとしよう。田中忠

！、，1，，／，命ij,t紹介の最大なる功績はなん土い pても①の単行

n ii'UHI経法論』の翻訳刊行で，いうまリノなく本書は
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論戦関係の代表的論文のやや中共幹部派にウヱf卜をお

ヤた編訳供成？？である。

因みにその1,1',f戊と論文のIJ；（凶 l_/ll所をあ才》内 Ci'JJJl L 

ておこう。

第 4 篤 j浜東j河「支那経済の’｜性質」 er中国経済之内頃i

『新思潮』第 l券5期ー一中間経済研究専1}-)" 

第二第 lご＂tに「支那資本Ii主ハ支那経ti'iにおける地

位及び将＞，k'( q，国資本会；＼：1'i:'iペサ経済中（（1Jli,fi'i:, i主発

展及其前必」，）Ji（掲載第－t1とi1iJこ）。

第三篤 厳重霊山条（峯）「支部経済問題研究」（『中閣経済

問題研究』（19:n年，上海新生命議事局）の「自序J，「中国

是資本主義的ド叶還是封建市ljp).'1iJ経済？ J, lfif.：；命中i司経

済問題jを沢 Lfこもので最終f¥': t いうべ主「1lc'l"l的反

批評」は割愛されている。

第四議伯虎「支那経済の性質」（「中国経済的性質J,

『布爾塞維克』守i4巻2期， 1931年4月）。

第五第砂川「「支那経抗li)j冗lに対するMrーヴU <I『中

頃経済研：介 l之：1)1究I，『理ぃ向日Jtじl!JJJ第 1期） • 

第六篠劉l夢雲「支那経済の性質問題に関する研究」

（「中国経済之性質問題的研究J，『読書雑誌』第 H挙4・

5期合刊 +'ltiトl会史的論収お I,jli/, 1931年 制j) . 

第七篇 111r，，支那経済1i1r;c 1. （「中国経済li!l’・：r討しi制，

l931年， htff!J1川書社版， u，ぺ1,;・11：取 ,f;~ !iii i fi:ll"I 

的自主？」と「附録」を割愛全訳）。

第八策基f1J鋭闘「支那経済の分析とその成望「（「中I通
返済的分析1011¥l途之預摂I]i『 ］＇.／，だ雑誌』第立 Y.>: ：：・：i

期合刊， l川、u;;'.',Jn。

第九篤沈沢氏「第三期における支那経済」（「第三時

期的中国経済J, 『布爾塞紺：克J，第4をと2期， 19日j｛下4

lj)。

第十篤亦左ii「支那経済1/'Jr，也 I（＼中国経治li¥JMIJl‘『研

究』第 1¥}, EW年 4JI。

以上を一覧してみるに中共の機関紙の←ぺ〉である『荊j

爾塞維克』（ボルシェピキ）掲載論文が2篇， tj:i共寄り

の社会科才市千JI 丹、である『 'i＂同社会科学家聯~.が／J＼した

雑誌『新.LI:.!、制J掲載論文も［11］じく 2篇，同穆μ:f'., 

『問題与研究」と『研究』附誌が各 11議となり，いわゆ

る『新思潮』派系の論文が計6篇を占めていることにな

る。これFの橋文は今や入手はおろか閲覧も’容易でない

f三けに伏午力出る訳文訂土！ィイ l'f，立な資料といhれば、な

§まU、。

滋と釦jは先にも述べたように両者共にトロツ半ス卜派

に属した（論点の対立はあったが〉人物であるc いずれ
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論戦の旗手たちの略伝をノートとして公表する予定をし

γャめが，厳は現在国府の国大代表としで台湾に健作だ

け「以く老ft凋作、び〉のfl[：を余技と Lてや，てし、る上ろ？

あ乙 (l!'r.lJ霊安雑誌！Iの怜筆者のひfりCq,ある）｝

fl と釦l夢雲の2人に’川、ぐは調，（がっし、ていないが，

L、寸れの党派にも胤CS1J L、人のようであるの

lll'i1ぷir,t'c書雑斗;,lj(ll，命戦に直接きとJJIIL ／・唯一のr.:i本人

三L「も特筆にl1i'tL、す；；，もので，カーって武漢政府特代に

部f資j童のそばにいたともし、われるo.'E礼錫もたびたひr.i, 
簿雑誌Jの紙上において問中を日本人の知己として扱か

ぺている。田中の体験談，研究余滴をものにされている方

がお t',hたらぜひとも公開をお願い L/二L、ものであら。

111'11のもうーサの業綜i土⑧論文民ド論文は豊かなf見

地感覚と細くない人脈に依存して収集したと恩われる多

/j・1liiの資料を駆使しながら原理的な立脚点にたって，中

p：ト／＇；n会科学の現状を t廷にヴィヴ ifに伝えてくれてレ

い ｛1；伐的中国研’究おに対してな （， l.た管鐘（吉iJ出雰J!{{;

:t 'i' i白 ，C有効〈ふλとみるのは叫んえつであろうかη

池間量子：の業績は1：抗論文と6y論文のごっ？ある。前者l土

苧iヰちの論文「中国社会史論戦に対する賞献と批評」の抄

}; f ふ J か，，~，ilt仁L、よ；、的論文はおそんく戦前におL、

てけ；，史論戦をι，土仁総括的に II本て五日介した論！えと

あT，う。ただあ主りにも性急な政治.L義的な閃式化で陶

希望1な：tでトロツキストに転倹Lfこと判定した（佐24）のは

し竹、がなものであろうか。

lj＼えi'1iJにおける問中，池田が共iこ積悼式的iこ論戦を中間の

1 l /j,(11J状況にすえむし、よ，動態的にそれをJffiffiしていこ

うとしてし、たのに，なぜかこの新しい芽が戦後におL、て

{J')it、てし、なL、のである。論争の関係論文を吟味してゆ

』tffi/¥llぬは限り点く II＼てくるであ九円 c 'I I閏の社会干、円安

i士三1・11L'rあまりにも幼なかったのだ。 Lかしかれらの多く

が革命に敗れ失志のどんそ’こにおいとn「》考えるこ土を

はじめそれが当時の学生の中国問題への接近にすくなく

とも開眼の役割lをはたしたといってもいいのではなかろ

うかG 主さに論戦でやりあってL、ゐ三葉そのものが＇＇＼時

び） tっi：も重要た問題ではなくて，百論活動それ自体が

どう若き学生を啓蒙しかれらを革命的実践に結びつけ℃

いったのかが，かれらにとっての当時の緊急な問題であ

為旬。たとえかれムのいうことが初め間に合わせの平等せ

仁和i工に過ぎなな、と LCも，かれらの論議が中国の地の

i』 tこに p たもので，；；；：；に自らの内部を掛り続けてゆ♂攻

勢をかれらが失わなければ最終的には::fiで、はなくて芳．に

搬り当たるであわう。
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われ才1I Jl ,J演の中は性ヤ t二Lて後進国／）伐；1，京や砂f にtadまわされJこiμQi';ij(I〕日本の中11:J"/:'Nrこしては札会史

冗子？の言’論や，政frl,l張が得せ木細工に過ぎないと Jた 論戦研究はあまりにも貧しいとみるのはU守、すぎであろ

に附Lたくなる例川ーがある。われわれにと，pじかれら うか。中凶革命が成功しちゃ，Jこことで問題はなくなっ

の，t論ゃい1長がたとえ rなぜHRIT・守あ，て凹チ：に附 LIニ ゲ！とったとでもし、われるのだ九ろか，あるいは中闘に

くhど》よ.J .'( ;, ....】であ，， fi その，j‘論がソ、lI:', 

会でtJ』，えi"'! ,: r＇土』＇.＇I］をlt／こ I: . ・ ., 4，のな （，. J’j L ；／、jL：よ ' i）‘f きなか，.／こ， i‘Jん：のだ7》うかη i一口ツパ C-， ， 

J 〕れわれの’下：11¥Jt'i<JJ韮1Jtでわれわれの）（）芝てそれ企ぷ々 J・ Ti'1’11t1！主tl：ベをとりあげると，うも1::Hはまたあわててそ

る上りか，それらの；言論や政治i：張がL、かなるi世i削lをi見 h！アジア（iJ生j:l（儀式だと飛びつく，どうしーてわれわれ

地におし円tf二Lている丹 hを匂j〕ることがわitわれの舟f i.t .. ，なのか？ j これはわたくしの，j-1主ではない。わた

究課題と I(ノ， •• n戸はなかん＼か； ノ l山続しくし C'，、／：｝？？い日本人の友人がわたくしに i

むすび

与えられ門紙、放が尽きで1凡〉資料提供＇.： ＼，校JJ，も

っぱら制i：史.i:m'F~の周辺 ＂c,k· j こきた健少ンF川）＼マJ

ト形式で i↑：：＂＇i,,',:tてきた，./lI；込イ，：fi'い’iとい－，て1,n_,, ・.ヘ 7：干く

j品f世で論戦の｜人j，存に1,1.くt可Hみj込んでいかなけれ＇ rという

循I匝）Jに均、「，hi:この（「t一：！芝 dて＇C土：l主：だけのことでLt/えu、。ノ？

なお駆らJl1ι）、いると＼ ' ＇て七過言ではな、 ο ［かし

子をf藷i',¥ j'；二k底のイ，itJ：，〆と i,:¥ ・.ま L :~ <・ 1，を拾う

土；事をJ且つい冶男にと，J くi.t •;F,業はが＇M,Y:ィ；， :'r i!}tr. ¥ 、

ど，はやる心をfバJえるに；キしんだ。

外i豪を開めるための＇ fi，それはたとえ、・＇ .n;・J;,＇ても

確実に投 l :::tば必ずしきご’る。 J(l;1-. nj主刈〔のf~·

葉のゲ－.， ：、苛りlUiり（／），和41川 Jlil乱状ィルJ' i、（j；（均fl';

揮を欠いた主！主のけ急、t.d,ti官づけ，字、／うどけをいじく

って文章をつなぐ等々の｜治省iにだけははまりたくなL、。

それがゆえに1らのグル 卜にウ：ち，，ヨ分のうそそ投ilりj隼

め、そこ： 11: ，をたたき仏バア，J. tfllのかよ ＇！・j付」！を言F

くためにはこれ以外にはJ)il:、がないと i旦う乃

わたくしは欠白沢氏の業繍にこだわりすぎた感もしない

わけではなし、。矢沢氏との対話でJi分の内部に尖は況をと

っきつけ日、；llハである。 i1lll!Jld:'h＇をいただ 5／二、川

整理のf出 ＇｛－：＇活見した1，土大な勺宝物；土問むと、み与えあ

れば， u、：ぅ tl,「凋べょんが刀、心ことであ心。 ν.t.，ば常

識的なことではあるが。

わたくしが本稿で提示しておいた文献のリストはまだ

まだ十分てな司 ことを百も／氏生IIしてし、る。 'l'i斗tl.i]U）文献

について j {11[¥!f之がu、わりl心fl一二三史論戦を l''i片付民会性

質問題論戦』と『中悶社会史問題論戦』の 2刊に分けて

かれなりの総括を行なったことを発見したのも今度の作

業の過程においてである（両者し、ずれも生活書店， 19:l7

年の刊行，i0 

「アシー：＇＂｝ Jt:e'i'.一様式にうl 刀、＂ 1i、ウfツ I1 4ーグノレ

!.:.'i'W,,Jr子慨嘆と t＼.ぅ，くき発言の紙1-μf録である。この

r1千鋭にさいして何凹か破いては，また書く，矛盾した心

瑚にあった。あえて再録にふみ切ゥたのは本課題をとり

ti l /1・ Eきに自戒しワロ1，＋＂として活力、 L/:: t. 、ことと，ミ！？さ LI

f、人、t'itとの心OJ.idtあいの一つのμ己主：として記紋に伐

しスおきたかったからである。上記の質問に対して「突

は主くわか「〉ないのだ。ただ現在の中国ブームはどうい

うニ｛片になるのか，政治でなく，研究の場でどう脅え允

,・., L、のfニF》う刀ゐ ー jこ;fl,カ，t）ょこく LU）か；／Uこ1)・4る

'I'，にな人ない.：＇，；＇ J;・cふ，' fここと：rt，ふ｛〉せて記紋iこ伐

しとおきたL、。

心伐り it，最初予定していた戦前の紹介と研究の流れ

を；，：1,S~h11毒事務内r{ii!' ＇＇.｛＇七グループ， rn 'I，忠夫（暫時（！・iI 

ILi '/ ，，ープと称； 上う）と在来；；（(fl／也同字，平野義太郎，

z；川、！丸；ぶ用不正）；障さ＇＇泌氏の業結と寸； Hキの発言を，；f持I＼惇i

j必7けて整上京し，芽，・fえようとした科学的なアジア研究

．アジアに対する認識がその後どうなっていったのか〉

帆（ら什研究と千rrnゲ、／J,:Jilt関係かをiリj,, ；う、にしたか，》 fこれ

か ！) f、足でできf仁Jト.，／・ことであノ〉。

( l I: 1 ) fことえば仇）「，1,1;~＇ι思伸及 J-t学説 n 序J （『新

,¥fj'白手！IJJI〔第：iWI 1924午 8Jj /i/f似） (B）「社会主義与

,1，凶」（『祈1¥¥j'』品＇l8 {l; 6 Jt)j 1921年4）］ 所載）。

: 2) l'iと4耳打信fT JJl fにrj,~司（＇1：ぷ予行録』 寸I{(' I斗，I;

；弘会議，HWl i手f, I i平i立国25:1 巴＇.iJj jヒコド中i:',[".j ,I; 

州協会内J行 66ヘーシ参照。

CH :1) 天野五之助教J受j宝腐記念事業委員会『矢野

三幼教援回日，，，，片｛’I't1；録』丙品（ i ，／＇＼ぎ去っ 1:'i,'j: jJ 

ーシ参照イ

（／主 4) 『l洗面総ふ，中国社公史的必唱え第 I輯』 ゐ3

1 I主第 4・5則合刊所載 4ベージ参照。

Ctt 5) 『説話車線総，中国社会史的論戦第E輯』 首1

l ｛をなヲ 2・3ll)j ：，干lj所載。

（；ヒ 6) とIt¥ぷ文21ベージ参W:¥o
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（注 7) lli中心夫「，1：国以於げる；i会計学の現状」

(f ,ft物lぬ研究』 fi':14号 19:U年12月）！耳｛xi19 ージ。

Cl=. 8) 行[itヨコr~＇＇. ，；，季「支那科会わ発終段階J(『東

亜』第 7巻 1¥} 19341P 1 fl）所載lllOいージ。

(I主9) 詳しくは何幹之卒者『近代中In.Ii，宰ぷ運動史』

上尚生「！日書J,I, 1937年12月王参！日された＇ 0 

（住ml 1) r調書：：こつィ、て L上， I)白系 i192'Jl1：」司同調れ

社今科学的制訳界」〔『新思潮』割~2 ・ 3 Jt)J iきlilJ 930年

1月 所続，後に振静溢輯,1t『中［司Jllf¥'.111回収サ：H, 2 

編j（オ己点中ト書I,,;, 1%7年）の 7-18ベ ジv. i写会iリ

なわ日本訳としイ「社j：科’戸に［＇＇.1す；：.1過，j'.U＼版1en能

鉄支那月誌』 第7年 4i} 1930年 4Jl の95-100・・'.

ージ所載）が発表席後に紛Ir・ されてい九。

2：出I:人LこJ ' 、て：：， r成［記jこ方）.l込tLl；悦1 19:ll 

年（民｜はO午）」 （yJじイ『り'l.iil月ltUI ＼版史料， 2編，1:

18～21ページに採録〉と王＇1LE「十年来的中国出版本

業 1927～1936年」〔中国文化建日生協去編『十年来的

中;JI』」海i'/11j主印λ)!f;,; 1937-'I ) 1をにj,,;Iゃく 11'•!11,; 

現代出版史料サ 2前』・＇， 33う～352ベーデ＇ ]lj.長t. ！ムレ

が参考になろう。

（注11) 『満鉄支部月比主』第7年 9,; 19301:. 9 Jj 

の 1支出Lこ｜』Iifる!iifl］凶書i欄 t参w.セl'. : : ¥ " 

（！と12) 『店者）＇＼；：誌，中日；士会づ1的論戦~d I樹』 羽1

1巻第4・5J切合判所竜R 4ベーン参照。

(1主13) 陶希生符『t朝流り点尚.1f，，！ヒ 伝記丈学Ill

版?i19G4年12月 1(ゆJ ーシ p吋収九三！吋，j＼；「社j：史，，，；，，

戦Jの 2ページ。オ：ぉ；おの文中のか・・，二 l主筆者＜！JH,iG

である。以下問じ。

〔I主14〕 川 同｜書 81～82 • シミまP..：＇：。

(r l:15J 防庁1主将ll'iM,1;t与.＇.＇え滴 Jl h It fjえl記文学ill

阪1i 1964年12月 109ベーロ。所収の三，）計調「社会

史論戦J(/) 2ページ。なおlifii)の文中んかっこは治者（／）

利戸じである。以下ドi］じ。

（）三16) 昨 (r¥聖／半 1r,1，国）.；会之史（（；ザ析』 Jニぬ新＇I

命：I；局先行 1929f!と1J'30日 16ページ。 t； お Fl 本 ~·t:

訳は東亜経済調査防発行の r経済資料，主H5巻第10・

lUJ，支那社去の史的分析』と iて， 19z9q.11JJ111 

に刊行され’口、た。

( ii:17) i下記者持品川中民社《史的論戦第日料第 2

巻第 2・3府j｛＇；－刊 12ページ参照。

。主18) 平野義太郎・？宇佐美誠次郎バ，リイ γ トノ

オ ゲi,A＇『支那 J会じ1fト下的研究』｛｝汲／：It, iii'J %11 

脅 193リ作 4)J 1可収山町Iぷ「支那仁おけ九近代的ti

72 

会科学文献史j166♂：ージ。

Ci1' 19) 部学稼十tf「社会史論戦j(i"J ts内f(l内科』

-,'/ 」ヒ1j1f州。誌社潜行 1965司 5ページ。

( ii・：20) 小川「支郎山事i{';fi学作家（すJ(O＇，悩鋭、主婦

Jj ,L:i ;・n ,i 1ri 1. 12,J- 19:l2:11:rn月i牧） :l7心ノ家

II({_ 
0 

(il:21) '''i ff与の中国共産吃がf士会科学界に対してと

.，た懲度i;J: 「,i,r司ff；会科学家i鮮日網戸l司一一193什fドj

（［「jl士別文1L』riiJHJι； 19:IO{f. 'l H JOI! t町載， /{ I -11if ttl 

ff'',, ll'i J日f1.::HI板史料， 2篇』＇.l2～；l4ペーージに併録）仁司1

,1，的に1,U九きれている。発表II寺JtJJI± 『続完刺i,i；／』の自I]

111以tiifであるが参考となふう。

(ii'22) 前沿小品目命文c,) C『Ii誌が、支IJ{i)J ;;; .II ;;g 9 '.f 

H •リ・ 101}, 1932イno月所載） 81ページ参照。

(i¥-:2：｛〕 、1/1研究所調査研究部の「中間関係新聞・ i曜

日ω研；iヒ会」 (1二子f.• Ii：吊［lj級生＜中 i日大γ教桜＞，幹事

・小山E聖火 C＇＇，研究！判所 t'.t) ））業品＼のー ：mr t.ご沢刊

行子＇， j"である。

m・：24) rill Ill 平「支郊における支郊研究の (i'•J 顧と！バ

;,/) J （『東品』知 7巻 8勾 19,Wr 8月r11,1主〕，1]'・ ジ

／七日召。

（附／1') 胡秋原｝＇；『柏 τf,lf－三般うI手寸τtt＇欠陥1』 fl北

1%2年（悶みに本議はJ剣山ドl貸出版） 4ヘージ。

（調配研究結 u干減賓耐i究（ "i)
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